
地鳴を件ふ地震記象 (柿岡〉
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地鳴を件はざる地震記象(柿岡)

板の共鳴による地鳴地震の 記象

(襖ヲ1:論 文 附圃〉
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能登強震被害馬民

大杉崎埋立地の地割れ

大 杉崎 埋立 地護岸の沈下.

和倉埋立地の護岸 石崎村 二ト.蔵傾斜の 一 例

(輪島li!IJ 候所報告附圃)



阿蘇火山爆愛窮民

第一回

昭和七年九月二十四日十時四十五分頃第一火口内白光景 A孔より可なり噴
煙 し、B孔は稀薄なり、同火口南西壁土より望む。

第二園

昭和七年十月六日九時五十四分頃第 一 火口内 の光景、
A、B、雨孔より噴煙 しつ Lあ り、同火口南西壁より望む。

(青木、本多、早*報告II[.J岡〉
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阿蘇火山爆 護 53員

昭和七年十二月十七日第一火口の夜景、B孔の大噴煙、

第七園 同火口西側壁土甘酒茶屋より 望むo

(十七日 二十二時三十分頃阿蘇郡宮地町村上弊歩、氏撮影〉

昭和七年十二月十七日第一火口の夜景、B孔の大噴煙

第八闘 同火口西側壁土甘酒茶屋より望む。
(十七日二十二時三十分頃阿蘇郡宮地町村上弊次氏撮影〉

〈背木、本多、早水'f/A告!ヰj闘〉
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和歌山鯨東野上町地とお員

第一園

東野上町小畑の地と匝域を南方より望む

第三国

(第二固と同じ〉

第五聞

東野上町小畑に於け る岩石の腐蝕

(山崩れした る断崖の一部〕

(和歌 山 tWJ候所報文附闘〉

第二園

東野上町小畑に於け る階段~I犬

7.K田のj骨格

第四国

東野上町小畑に於ける宅地

のj骨格 〈物置の礎石のとり

落ちたる朕を示す〕

第六園

第五固と同じ、但A部撤大

(u討手口八(1'五月撮影〉


